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 出会いの季節である４月はあっという間に過ぎ、若葉が瑞々しい５月になりました。入学式、年度当初の保護者会では
多くの方にご来校いただき、ありがとうございました。１学年の学年保護者会は明日の５月２日に行われますのでよろし

くお願いいたします。おかげさまで学年・学級・授業開き、諸行事、健康診断等、予定していた校内行事を滞りなく実施

できました。保護者・地域の皆様方の学校教育活動へのご理解ご協力に、深く感謝申し上げます。５月は引き続いての健
康診断、そして大きな学校行事の一つである運動会があります。今後も変わらぬお力添えのほどお願い申し上げます。 

さて、今年度も５月に、本校の運動会が行われます。本校の運動会では、大変盛り上がる種目の一つにクラス対抗の『み

んなでジャンプ（大縄跳び）』があります。大きな縄を２人で回しタイミングを合わせて跳ぶという行為は、集団での協調
性や一体感を養うのに適しています。大縄跳びは手軽にでき、こども達の体力や調整力の向上、コミュニケーション能力

の発達に役立つ運動として親しまれています。 

縄跳びは１９世紀後半から２０世紀にかけて、ヨーロッパやアメリカで体育教育の一環として取り入れられたそうです。
その中で大縄跳びも集団運動として普及していきました。今では大縄跳びは、外国の学校でも体育の授業などに取り入れ

られており、またレクリエーションとしても、休み時間や放課後の遊びとして親しまれています。例えばヨーロッパでは、

学校で体育の授業やレクリエーション活動として行われていて、アジアでも日本と同様に、韓国や中国などの学校で一般
的な運動として親しまれています。アフリカのマラウイでは、日本の運動会（UNDOUKAI）の中での大縄跳びが紹介され、

こども達が楽しんでいます。 

本校の昨年度の運動会でも、意欲的に取り組む姿が数多くみられました。１年生にとっては中学校で行う大縄跳びは初
の取組で、コツを学び試行錯誤しながら声を合わせ、懸命に取り組みます。２年生になると１年前の経験を生かして縄の

回し方も跳び方も、質が格段に上がります。列も整い体力も向上しているので、記録がどんどん伸びていきます。３年生

になるとさすがなもので、縄を回す速さや高さ、縄の⾧さ、列の構成、自分達にしっくりくる掛け声、ペース配分、モチ
ベーションを保つ雰囲気作り、制限時間の有効な使い方など、まるで何かの競技を見ているかのようです。おまけに中学

校生活最後の運動会ともなれば、準備の段階から様々な気持ちが込められていきます。 

 早いクラスでは４月の下旬から、ＧＷが明けたら多くのクラスで、昼休みなどに練習が始まります。跳んだ回数で結果
は出ますが、何より過程が大切です。ぜひ今年度も、どのクラスも意欲的に取り組んでみてください。皆さんの頑張る姿

を期待しています。保護者の皆様方におかれましても、多くの方々の参観をお待ちしております。 

 
 

 

 
 

 

 
 

＜縄跳びの日本記録一覧＞ 

○１分間で縄跳びの後ろとびを跳んだ日本最多回数 ２６１回 

○縄跳びの二重跳び（前方２回旋とび）を連続で成功させた日本最多回数 １０，１３３回 

○縄跳びの日本最多重跳び数 ８重跳び 

○１分間にサッカーボールを足で空中にキープしながら縄跳びを跳んだ日本最多回数 １８８回 

○跳ぶことができた日本最⾧の縄跳び ４７．２１４ｍ 

引用：日本記録認定協会ＨＰ(https://japaneserecords.org/) 




